
 

 

 



【レースの傾向】 

阪神カップは中距離指向が強い１４００ｍ重賞。 

 

過去１０年の３着以内馬３０頭の内 

２６頭は１６００ｍ以上の重賞で好走実績がある馬でした。 

 

逆に言えば、生粋のスプリンターは４頭しか馬券に絡んでおらず、 

１６００ｍ以上の重賞で３着以内の実績がない馬を、馬券の中心に 

据える事には、少なからずためらいを覚えますな。 

 

血統面では、Ｐサンデー系と欧州型の組合せ。 

父がサンデー系種牡馬で母父が米国型か大系統ミスプロ系。 

父が欧州型ノーザンダンサー系。 

 

脚質面で特筆すべきは「上り最速」をマークした馬で、 

勝率２３.１％ 単回率１７７％ 

複率６９.２％ 複回率２６２％ 

 

今回のメンバーで上り最速をマーク出来そうな馬には 

「末脚評価」の欄に印を付けております。 

 

 

【予想見解】 



 

◎１５番ロータスランド 

父：ポイントオブエントリー（欧ロベルト系） 

母父：スキャットダディ（米ストームバード系） 

ロベルト３×４クロスを保持 

 

母父にスキャットダディを持つと、 

１４００ｍ戦の適性が高くなる傾向があり、 

なおかつ、末脚のトップスピードを強化します。 

 

また、ロベルトのクロスを持つ事が、 

持続戦、消耗戦での末脚強化に役立っております。 

 

「１４００ｍ×岩田父×外枠」 

これがこの馬の好走パターンとなっております。 

 

内を捌くテクニックが日本一の騎手で、 

外枠に入ると、後方から追走して内に潜り込むのが 

岩田父のコース取りになっており、 

その乗り方によって、馬も息が入り、脚が十分に溜まって 

直線で弾けるという構図が完成しているコンビ。 

 

無論、前が壁になってと届かずと言うリスクはありますが、 



人気を考えれば、狙う価値がある「賭け」であります。 

 

 

【馬券】 

EZ-WIN推奨馬券 

馬連・ワイド・３連複３頭ボックス 

８番・１０番・１４番 

 

くまもん馬券 

複勝１５番 

ワイドフォーメーション５点 

１１・１５－１０・１１・１２・１５ 

 

馬連４頭ボックス 

１０番・１１番・１２番・１５番 

 

３連複２頭軸流し 

１０・１５－印全頭 

１２・１５－印全頭 


